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'都
市
就
會
學
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
道
德
的

.批
判
"
改
良
主
義
的
判
斷
を
別
に
し
て
、

I

定
の
地
域
內
に
於
け
る
互
大
な
る
、
日
常 

生
：

ig

集
f

し
て
：；の
，
都

市

社

舍

は

V

3:之
；̂
:そ
ボ
心
的
對
象
に.外
な
ら
ぬ0
:ム
：個
の共

！
：

生
活
體
と
し
て
の
此
のR常
生
活
集
闇
は
， 

賞
際
に
：於.
^
,て：；、

：

都
市
を
g
^
:
^
c
>
:

調
査
的
對
激
：と
：な
ウ
：て
や
都
市
社
會
學
者
お
、
お

Q

特
殊
な
生
活
熊
綴.に
.於
い
.て
日
i

括 

を
營
む
.範
圓
を
求
め
て
？
都
市
地
一
城
と
し
て
る
：る

0
:吾
々
が
大
都
市
生
活
圏
の
探
求
に
於
か

.て
と
：力
た
方
法
も
亦
、
，
此
の
指
針
に
ょ
つ
，
 

た
p

f
る
：ッi

精「

大
都
市
生
活
：圏
の
調
査

」

參
照)

。
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S
市
社
會
は
斯
く
の.如
き
も
の
と
し

H
、
.

特

定

，
：の
.生
渡
熊
様
を
持
：つ
た
共
，同
生
：括
體
で
あ
り

-
其
の
.社
含
的
構
成
は
複
合
性
德
成
と 

な
ウ
：，Tゐ
：る
。

：

を
れ
故
，に
、
：：自
由
、
流
動
、
變
化
，等
の
現

.象
が
顯
學
と
な

4=s

ハ
從
つ
：ま
制
虔
化
紙
織
化
；の
過
程
が
著
し
く
發
建
し
て
ゐ 

る
。
：. ：

ソ
ロ
中
ン
•
ジ

シ

に

擧

げ

た

、
都
市
對
農
村
の
社
會
的
特
色
に
恐
ら
く
社
含
的
複
合
性
構
成
の

j

事
實
に
其
の 

集
を
有
す
る
の
で
は
無
か
ら
ぅ
か
0
併
し
、
如
何
に
わ
て
、

：

複
合
性
構
成
で
あ
る
か
、
何
故
都
市
社
會
は
異
質
的
霞
な
の
か
に
就

： 

い
て
は
、
都
，布
發
生
の
源
由
：に
週
も
ね
ぱ
な
ら
ぬ

0
:
.
;
:

唯
、.そ
れ
は
本
稿
め
目
的
で
は
無
.い
が
故
に®
で
は
論
及
：Pて
ゐ
な
い
。
；
唯
、
都 

市
、社
會
學
の
對
象
と
す
る
都
市
社
舍
の

.構
成
に
就
て
所
見
を
論
述
し
た
；に
過
ぎ
ぬ
。
：，

；：
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昭
和
十
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年

十

月

！
一
十
！
.
一
日
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記
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て
"
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'
:
'
-
ゾ

ぃ

.
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本
稿
は
、
文
中
に
も

一

言
し
て
：.お
：い
た
様
に
、
骨
組
を
示
し
た
に
化
ま
つ
て
肉
附
け
が
し
て
な
い
。
此
の
仕
事
は
更
に
後
に
譲
り
度
い
。
そ
れ
放
、

,

例
證
、
引
用
等
は
殆
ど
霞
こ
れ
を
避
け
た
、
目
的
と
す
る
所
は
、
都
市
社
會
の
性
質
を
明
か
に
、
之
れ
に
ょ
つ
て
諸
般
の
都
市
生
活
現
象
の
理 

.

解
を
高
め
る
に
在
り
。
な
ほ
推
敲
す
ベ
き

S

が
多
々
t

と
信
ず
る
"
此
の
意
味
で
は
未
定
稿
に
過
ぎ
な
い
、
諸
賢
の
御
敎
f

ま
つ
所
以
で
あ

る

金
ズ
ロ
タ
ク
め
崩
壞
中
心

t

す

ろ

若

千

の

貧

幣

問

題

金

原

賢

之

助

' I
、

佛
蘭
西
の
金
本
位
離
脱\

.
ン
九
三
S

解
倫
敦
に
開
催
を
れ
お
世
界
經
濟
食
議
決
裂
の
給
ま
佛
蘭
西
、
白
耳
義
、
和
蘭
、
瑞
西
、
併
太
利
並

'に
：ポ
1
フ
ン
ド
の
間
に 

金

プ：：！！

ッ
：
ク

(

G

&
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B
l
o
d
O

が
投
成
さ
れ
る
や
、
そ
の
存
續
の
，如
何
は
>
世
.界
貨S

E

制
度
の
.動
向
を
左
右
す
る
モ
：メ
：；
^

ト
：
：
と

し

て

.
、
世

界
 

暴
目
を
惹
く
に
至
：つ
た
。
而
し
て
旣
に
そ
：の
；事
の
.豫
想
ざ
れ
た
適
ゎ
、
金
ポ
せ'.ッ
ク
の
維
持
は
頗
：る
困
難
な
問
題
で
あ
て
、
經
濟
上
.
• 

政

治

：
上

‘
社

會

上

！
の
：
間

題

.あ

る

毎

に

危

惧

の

念

を

み

て

，
迎

，
へ

ら

れ
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又
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：
の
.读

每

：
に

金

デ

：

'
ロ
，
ッ
，
ク

：：

の

危

機

は

深
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加
へ
.つ
V

あ

，
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而
し
て
、
其
'の
：r

環
た
る
白
坪
義
は
既
に
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九
‘三
冗
年m

月
.の
危
機
に
：際
し.て
金
本
位
離
脫•
ギ
懷
切
下
を
條
儀
な
べ
せ.ら

れ

、
，
以

て 

プ
ロ
ッ
：グ
か
らg

落
し
た
が
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利

ほ1

九
H
:
:四
年
五
月
か
ら
厳
重
な
爲
替
管
理
を
細
行
レ
お
、

-
又
ポ
！
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九§
5

年
四 

月
に
.爲
替
營
理
を
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行
し
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:孰
れ
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其
の
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喪
失
す
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に

ま

り
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.，然
る
に
佛
蘭
跋
、
和
蘭
：及
び
瑞
西
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國
は
、
殘
存
金
ダST

ッ
ク
と
し
5

:幾
库
か
©
危
機
に
も
金
本
位
を
死
し
て
來
，た
の.で
あ
. 

る
巧
本
年
第
.

一
1

e四
带
期
に
ほ
從
来
經
驗
し
な
か
：つ
た
最
も
：深
刻
な
通
賀
不
安
に
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は
れだ
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そ
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拘
ら
す
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流
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の

.
み
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プ

ロ
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心>
Jず
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の
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貨
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一
ら
す
、
却
つ
：て
若
于
の

I
S

流
を
さ
-へ
：
示

し

、
'
:金

融

：
の

緊
i

勢

も

去

；
つ

た

か

’に

見

え.た
？

-:::>,  

;
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併
し
金V

ロ 
>

ク
の
危
機
は
ざ
し'て
そ
れ
で
終
ら'な

か

：
つ

お

。
：
第

S

•
四

半

期

の

經

過

せ

ぬ

ぅ

ち

に

、
佛

蘭

西

の

金

：
本

位

離

股

•
金 

I

ク
わ
總
崩
壊
と.
-
Kふ
、
最
後
の
危
局
が
到
來
レ
て

了
，：

っ
た
0:
即
ち
白
ず
義
の
顏
落
後

J:;:

ケ
ギ
半r

:

金
：プ
.ャ
I

の
結
成
後
H

年
三 

ぞ

E
T

に
し
：て
：、：
金
本
位
の
最
後
の
东
域
が
陷
落
す

i

る
に
至
っ
た
の
で
，あhる
。

:

.1

體
金
プ
ロ
ッ
ク
崩
壊
の
原
因
に
は
、
旣
に
吾
：々

.の
，'度
：々

論
じ̂
 

的
；要

因(

註
，

一).

ま

：一:
.
s
,が
あ 

.る
。
而
し
モ
直
接
的
耍
因
は
、
：資
本
の
流
出
及
び
そ
れ
に
隨
伴
す
る
金
；の
流
出
で

.あ
，

Q

て

、
：
之

，を

防

，遏

す

る

：
に

5
^

央
銀
行
の
削
引
政
策 

'
.を
以
て
.傳
統
的
手
段
と
す
る
の
で
あ
.る
.
0言
ふ
，ま
で
も
な
く>
資
ネ
及
び
金
が
流
出
す
る
瞭
に
は
割
引
歩
合
を
お
上
げ
、

を

の

，
危

機

の

 

海
失
と
共
に
之
を
引
下
げ
る
め
.で
あ
る
，が
、
金
プ
，口
ッ

：

グ
が
如
何
に
凰
；タ
資
本
及
び
金
の
一
流
出
に
：脅
さ
れ
た
か
は
、
プ
せ
ラ
タ
.所
屬
國
中 

义
銀
行
め
行.っ
た
韵
.弓
步
合
の.變
更
に
ょ
っ
て
、
之
を.立
：證
す
る
：こ
と
が
：出
來
る
0
.
.
;
:

即
ち
次
表'0示
す
通
ゎ
、
佛
蘭
西
銀
行
の
.割
引
步 

合

0
變

更

庶

数

は

、

见
風
大
戰
前0

!
.

1
十
年
間
に
十
五
囘(

年
，平
均Q

•
七
冗
间
’

)

戰

後1
J.4

-

年
間
に
は
十
.九F

(

年
下
：均0

•

九
五
，S

:
で
あ
り
た
0
.換
言
す
れ
ば
、
' 孰
れ
の
期
間
.に
於
.

5
%
,

も
、
年

平

海

に

滴
.
^
,も
の
で
於
.つ
；た
が
、J
九
.
u
s
.
年
；四11

5
1

 

三ii；

年
H
月
.のI:

年
間
に
は+

3

间
の
多
き4

上

み

更

：に111

六
#四

！？
；

辟

の

：
セ

ケ

巧

半

に

は

八

间

を

示

し

た

o(
三
六
年
一
月I

十 

月
ホ
五
日
®
の
.迪

計

で

ホ1

囘
サ
れ
タ
Q)  '  ‘  -  

い
:
、
C
- 

:

, 

- 

. 

- 

r
.

.

.
:
>

激.，：：！，

基
本
的
原
因
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
經
濟

If

況
の
進
展
.で
あ
る
が
"
钱
で
は
、
こ
の
！
！
に
，關
す
る
記
述
を
省
脈
す
る
0 

獨

際

金

融

關

係

：
か

ら

：

^
較

的

源

隔

し

て
^
5
^
?
:

朔

西

は

僅

少

，め
，
廣

逆

廣

激

^
;
^
1
不
し
☆
に
過
.ざ
卞
.か
Q★,
.が
V
和
蘭
拉
佛
擺
西
と
伺
樣：
^
^
^
 ̂

頻
禁
‘を
示
し
、
戰
前
二
十
年
間
の
年
平
特
が

一

•
八
囘
、
戰
後一!

十
年
間
の
そ
れ
が一,

•
ニ
囘
で
あ
っ
た
に
對
し
て
、
三
六
ギ
三
巧
に
終
る 

1

弗
聞
お
は
十
七
巧
.，'そ

れ
に
績
く
ま21：

半

に

は

五
！
：

に

ま
.た

，.
.

，こ
：
ゾ
い:

,

V >  

i
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:
,
#し
：
：
て

佛

蘭

西

金

本

位

^
:
^
破
線
.に
導
ぃ
た
資
本
及
び
金
の
流
出
は
、
何
を
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
に

•
• 

1
^
れ
は
プ
ル
ム 

政
策
と
西
班
牙
の
，內
亂

-V

で
あ
る
0
:即
ち
ム
ハ
：

2
3
4
0

に

立

：し
：；̂
プ
ル
.

-f

內

閣

ほ

周

知

：
の

.通

り

，
所

謂

人

民

內

開

で

あ

：
っ

} 

巧

靈

職

に

公

約
>
3
.
カ
勞
.働
者
の
：}
:
^
洁
水
雄
9
5
?上
げ
.を
：實
现
：せ
ん
と
す
れ
ぱ
ぜ
ひ
ィ
ツ
’；̂
レ̂
i

シ
>

ン
，.の
.擧
に
w
で

な

け

れ

ぱ

：
な 

<?

す
、X
七
月
十
ホ
日
'
,
^
;
發

し

た

：
，西

卿

牙

の

ほ

灘

は
：-:

最
初
郁
ね
鎮
替
に
影
響
す
る
；溯
殆
ん
ど
な
か
.っ
，̂
の
.で
あ
る
‘が
ぐ
一
內
亂
ゎ
進
展i
 

共
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シ
；
ョ’戰
線
と
の
.國
條
動
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が
ま
商
化
サ
ー1
^
9
や
、
佛
蘭
西
處
？̂
,の
满
中
に
播
込
ま
れ
る
形
勢•と
，な
；̂
、
.殊
に
そ 

れ
が
爲
に
軍
備
擴
張
を
行

±
1

ね
ぱ
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
こ
の
點
か
ら
も
ィ
ン
フ
レ
ー
シ
ン
は
不
可
避
と
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
斯 

か

る

の

結

果

、

西
め
資
本
は
續
々
儉
敦
及
び
響
に
.速
避
し
、
そ
の
結
梁
、
金
の
：流
出
は

M

額

を

っ

た
.の
で
あ
る
。

今
佛
厲
西
銀1 J：

の
金
保
有
高
を
み
る
と
、
r1

丸
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五
年
中
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.百
五
十
九
偉
ブ
ラ
シ0

減

少
2

九

減

)

ぜ
お
っ
た
が
、
本
ギ
は一 

月
か
ら
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月
二
十
五
日
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で
、す
！
^

に
百
六
十!

億

M

フ
ン
の
喪
失(

ニ

四

％

の
，
減

少

)

を
来
た
し
、
そ
の
保
有
高
：

九
三

0
年
末
現
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高
を
下
廻
を
に
.至
ウ
あ
ッ

.

而
じ
て
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ホ
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に
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る
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流
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，
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り
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濟
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濟
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金
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梵
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與
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作
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あ
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か
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幽
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が
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鐘
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濟
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又
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濟
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を
对
のwill:

國
政
府
間
に
1
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，
に
银
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化
を
も
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で
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せ
、
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の
趣Sni

と

，
す

る
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國
1

は
相
5
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協
議0

緒
果
、
：
平
和
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保
障D
且
り
國
際
經
：鴨
關
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一：の
：殺
を
囘
後
：に
最
善
の
寄
與
を
な
す
が
如
き
條
仲
ど
育
成
文
る
と
、
世
界
；に
於
は
る
紫

i

進
に
'役

立
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追
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と
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に
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の
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而
し
て
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目
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達
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る
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め
に
、
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に
於
け
る
最
大
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安
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持
し
/

貿
慕
割
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び
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目
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す
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何
な
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を
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て
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の
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的
方
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に
は
何
等
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る
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る
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懷
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。
、
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す
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が
あ.る
。
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ウ
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應
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カ
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る
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訓
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と
云
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と
の
金
ま
由
交
換
協
定
は
、
爲
替
投
機
を
抑
制
す
‘る
を
以
て
、
其
の
，主
耍
目
的
と
ず
る
も0
で
、
通
貨
安
定
®
定
か
ら
當
然
産
先
れ 

出
づ
ぺ
き
.も
の
で
あ
つ
.た
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蓋
しK

メ
リ
か
の
管
理
金
本
位
制
度
は
、
金
鞭
出
を
許
落
せ
ぬ
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手
國
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し
て
は
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金
輸S
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禁4

{
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て
ゐ
る
の
で
あ
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ら
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金
本
位
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脆
し
た
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兩
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に
對
し
て
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金
輸
出
を
許
可
す
る
こ
と
が
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來
な
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で
お
る
。
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と
で
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爲
替
资
定
を
實
現
し
ょ
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と
す
れ
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ど
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しV
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賣
賈
以
外
の
卞
法
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ら
ね
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な
ら
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あ
り
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そ
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方
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搖
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^資̂
金
，に
損
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む
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あ
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あ
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蓮
用
は
> 4:

國
保
有
の
爲
替
平’御k

金
^
像
る
れ
、す
あ
り
、
爲
替
平
衡
.資
金
は
、
、
英
吉
利
三
偉
七
千
五
百
萬
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爲
眷If

衡 

資
金
が
何
處
ネ
で
協
同
精
神
を
，

si

て
速
用
さ
：か
る
が
，

％

際
政
治
情
勢
の
悪
化
が
そ
れ
に
影
響
す
る
こ
と
が
な

%

か
、
粟
し
て
爲
替
安 

:

定
が
完
全
に
保
持
さ
れ
る
か
"：.ネ
そ
の
.安
定
は
：奮
金—

時
代
の
如
ぎ
安
定
ぜ
あ
り
得
'る
か
、
，
此
等
の
譜
點
に
關
し
て
.> 猶
：ほ
多
大
の 

縣

問

が♦

る
'
?
.
r
:
.
:
. 

'
.
/
. 

.パ
；： ‘：

':

V
:

.金
プ
ロ
ダ
ク
な
を
が
心
さ
：̂

#歡
ぞ
の
：̂
路
賊
；題 
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I

金
ズa

ッ
：ク
，
の
崩
填
を

.

£:%

ミ
.

f ；

る
举If:

の
：
貧
賊
間
.
網

 

ム
笑
.、

i
み
五
人
：
 ̂

巧
#

し
：そ
れ
等
は
殺
で
の
間
題
で
な
く
、
寧
ろ
こ
、
で
は
、
右
の
協
定
が
：貨
常
制
度
と
し
て
如
何
な
る
意
味
を
有
し
て

ゐ

る

か

を

考
察 

す
る
。
.，モ
ル
ダ
ン
：ソ
ク
米
藏
相
は
、
金
協
定
に
：關
し
、
：

.：そ
仏

を「

通
貨
安
定
め
第
二
：あ
セ
あ
つ
で
：

こ

^̂
^

確
：

K

され
たわ
けで
あと
述べ
成し
て

斬
-'>

解
すV

き
を
あ
ら
ぅ
が
？」

"
パ 

：
"
.
.
/

 

:
.

.

此
點
に
就
き
.て
注
意
す
べ
き
は>
.1 !

I

通

貨

間

れ

率

：の
間
勝
で.か

却

ち

赚

述

；の
通
ゎ
、

M

敏
貨
間
に
比
率
を
確
定
し
な
レ
の
で
一 

:

あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
金
を
ば*. 

!
.オ
シ
..ス

化

三
+

S

ド
か
の
法
償
梢
に
プ¥>

數

料
と
し
.て
其
の
1
す
：多
を
加
へ
お
慎
格
を
以
て 

實
却
す
る
の
.で
あ
る
。
摸
言
す
れ
ばV
ア
ネ
わ
力
側
で
は
会.の
#
！
^

搭
が
£

し

る

の

や

あ

ざ

が
>
一
英
彿
側
に
於
い
て
は
之
を 

r

走

せ

す

、

.

.
そ

の

時

の

相

場

を

以

て

プ
メ
リ
カ
に
對
し
て
賣
却
し
、
耳
つ
そ
の
資
却
慎
格
を
公
表
し
な
い
と
言
ふ
の
で
あ
る

0
-

そ
の
賣 

却
慎
格
.を
秘
密
に
咐
す
る.の
は
•

そ
れ
が
爲
替
平
贿
資
の.蓮
用
に
氣
ポ
る
氣
微
め
給
嚴
で
：，

あ

も
が
、
若
し資
邮

慣

格
が
時

々

變

動

す

 

る
も
◎

で
あ
る
と
す
れ
ば.
跟
し
て
之̂
^
以
で
金
本
化
制
處
と'稱
し
得
る
'で
あ
ら
ぅ
か
？

.
，.
こ

の
場
合
に
は
*

國
內
.通
货
ゆ金
に

對
す 

る
等
價
關
係
が
：保
謎
さ
れ
な

S

わ
け
：で
あ
る.か
ら
.、
嚴
格
な
意
味
に
於i V

は
、
恐
ら
く
金
本
位
制
度
と.稱
レ
得
か5

と
言
は
一
ね
ぱ
な 

る
ま
い
。
若
し
又.；

J, 

場
合
、：‘英
佛
雨
風
.の
K

却
衝
格
；^;
秘
密
協
-足
に
ょ
つ
て
！.定
さ
れ
て
ゐ
る
が

Y 

"併
し
之
を
公
表
す
れ
ぱ
、
.
平
價 

切
下
率
を
確
史
し
た
の
と
同
ラ
の
結
架
と
な
*か
か
ら
、'發
衆
し
な
い
儘
で‘賞
ぐ
と
云
'ふ
の
で
あ
れ
め
、
勿
論
新
型
歉

の
： .

國
際
金
本
做
と
：
 

呼
ぶ
こ
と
力
：

i
i

來
る
。
更
に
又V:

金
の
齋
却
偵
椒
は
、
ル
ネ
し
も
法
歡
上
ゐ
決
定
た
る
を
®

し
な
い
の
で
あ
る.か
ら
、
公
表
の通
り

'j,

定

は

さ

れ

て

居

ら

ぬ

と

し

て

も

、

.

事

實

上

略

ぱ

！

定

償

将

を

以

て

資

却

が

實

行

さ

れ

る

な

ら

ぱ

、

と

の

場

合

も

亦

金

：本

位

制

度

と

稱

し
 

て

差

支

な

い

ふ

者

へ

ら

れ

る

A
 

’
.ペ

ン

：
'
.
一

 

.
'
‘
 

^

ン

ニ

，V.
'
:

 

V
,
.
.

:.

.

そ

れ

故

に

、

.金

自

由

交

換

協

定

が

公

彰

の

通

‘り

で

あ

：

つ
：：：

て

、

.英

佛

，
の

金
.
W
離

傲

格

於

事

算

め

故

い

て

變

動

す

と

す

れ

ば

、

そ

れ

は

 

凡

そ

金

本

位

に

全

く

近

5

わ

の

で

：ホ

あ

る

が

は

そ

れ

に

數

へ

.
難

い

：，
も

の

；と言
，.

へ

：
，る

c
^

#

レ

な

：
が

ら

、

こ

の

協

定

の

運

g
,

上

か

ら
み
れ
ば
"

英
沸
の
金
資
却
慎
格
が
非
常
に
變
動
ず
る
こ
と
は
、
事
實
に
於
い
て
無
い
か
も
知
れ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
若
し
斯
様
に

.
 

變
動
す
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
同
程
度
の
爲
替
相
場
の
變

S

に
反
映
し
"

又
は
反
映
す
ぺ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
隨
つ
て
本 

來
の
目
德
た
る
爲
替
の
安
定
が
賞
現
さ
れ
ぬ
こ
と
\

な
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
倫
敦
市
場
に
示
さ
れ
る
が
如
く
、
金
相
場
と 

獨
替
相
場
と
は
相
關
々
係
に
在
る
の
で
あ
る
か
ち
、
金
賣
却
慣
格
の
變
動
は
爲
替
相
場
の
變
動
を
反
映
し
た
場
合
か
、
又
は
後
者
の
變 

励
を
豫
示
す
る
場
合
か
孰
れ
か
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
英
姆
側
に
於
け
る
金
實
却
慣
格
が
非
常
に
變
動
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ 

側
に
於
け
る
爲
替
安
定
資
金
の
ま
用
が
困
難
に
な
り
得
る
と
云
ふ
こ
と
も

"

考
へ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

梁
し
て
以
上
の
如
く
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
金
自
由
交
換
協
定
は
，
國
際
的
管
理
金
本
位
制
虔
の
新
型
熊
若
し
く
は
そ
れ
に
近
接
せ
る 

も
の
で
あ
つ
て
、
結
局
そ
の.孰
れ
に
屬
す
ぺ
き
か
は
、
今
後
に
於
け
る
此
の
協
定
の
蓮
用
如
何
に
懸
つ
て
存
す
る
ぢ
の
と
、
言
ふ
べ
き 

で
あ
る
。
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